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農
業
所
得
の
大
半
を
占
め
る
米
価
の
回
復
や
軽
自

動
車
税
の
新
税
率
適
用
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
税
収
入

は
対
前
年
度
比
8
，
3
7
2
万
円
の
増
を
見
込
む
。

ま
た
、
同
様
に
地
方
消
費
税
交
付
金
も
1
億
6
，

0
0
0
万
円
の
増
収
見
込
。
一
方
で
、
地
方
交
付
税

は
8
7
億
円
と
前
年
度
比
2
億
円
の
減
収
と
な
る
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
や
、
あ
き
た
未
来
づ

く
り
交
付
金
を
始
め
と
し
た
県
支
出
金
等
の
大
幅
な

増
額
に
よ
り
、
一
般
会
計
予
算
総
額
は
1
9
0
億
円

と
過
去
5
年
で
最
大
規
模
。

　

職
員
数
の
減
少
に
伴
い
人
件
費
は
前
年
度
比
約
1

億
円
の
減
少
。
ま
た
、
認
可
保
育
園
（
だ
し
の
こ
園
・

神
代
こ
ど
も
園
）
の
法
人
化
に
伴
い
物
件
費
は
前
年

度
と
比
較
し
約
3
億
円
減
少
し
た
が
、
同
法
人
設
立

に
伴
う
「
す
こ
や
か
子
育
て
保
育
料
助
成
事
業
費
」、

「
教
育
・
保
育
施
設
給
付
費
」
の
増
額
と
、
生
活
保
護

費
等
の
増
に
よ
り
、
扶
助
費
は
約
3
億
1
，
0
0
0

万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。普
通
建
設
事
業
費
は
、

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
建
設
や
、ク
リ
オ
ン
プ
ー
ル
の
改
修
、

堆
肥
処
理
施
設
整
備
を
は
じ
め
と
し
、
約
2
0
億
4
，

0
0
0
万
円
（
前
年
度
比
＋
1
億
7
，
8
6
0
万
円
）

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
公
債
費
は
元
利
償
還
金

の
減
少
に
よ
り
前
年
度
比
で
約
2
億
2
，
0
0
0
万

円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
度

一般
会
計
予
算
の
概
要

支　

出　

収　

入 ２
回
定
例
会
が
２
月
23
日
〜
３
月
17
日

ま
で
の
間
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
当

初
予
算
を
含
む
63
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
８
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

市
政
課
題
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第

－ 3 月 定 例 会－

 88億1,299万円を可決
 ・企業会計予算198億1,299万円

集中管理特会
下水道事業特会
集落排水事業特会
国民健康保険特会（事業勘定）
同（田沢湖診療所勘定）

4，122，700
753，200
460，600

4，036，100
29，500

同（神代診療所勘定）
後期高齢者医療特会
介護保険特会
生保内財産区特会 
田沢財産区特会

102，700
291，800
478，700
82，600
29，800

雲沢財産区特会
簡易水道事業特会
病院事業会計
温泉事業会計
水道事業会計

3，400
545，800

8，129，228
83，942
635，508

仙北市特別職の職員の給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例制定について

議案第25号
議案第30号
議案第40号

議案第61号

議案番号

件　　　　名

会派及び氏名等

平成27年度仙北市一般会計補正予算（第7号）
平成28年度仙北市国民健康保険特別会計予算
平成28年度仙北市一般会計予算

凡例：賛→賛成、反→反対、退→退席、欠→欠席（議長は、法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

平成28年 第２回 仙北市議会定例会賛否が分かれた議案 （招集日：２/23 最終日：３/17)

3/17
3/17
3/17

3/17

可決
可決
可決

否決

議決
月日

議決
結果

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

反
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

賛
賛
賛

反

反
反
反

賛

仙北市職員倫理条例制定について議員提出
議案第1号 2/23 可決 全会一致 全会一致退

意見書の提出について（軽度外傷性脳損傷・脳しん
とうの周知と予防、及びその危険性や予後の相談可
能な窓口などの設置を求める意見書）

議員提出
議案第2号 3/17 可決 全会一致

市内インフラ関連企業の活性化に関する請願書平成27年
請願第8号 3/17 可決 全会一致

ストップ人口減少　子育て・定住支援に重点

髙
久
昭
二

阿
部
則
比
古

熊
谷
一
夫

平
岡
裕
子

小
田
嶋
忠

八
柳
良
太
郎

門
脇
民
夫

安
藤　
　

武

伊
藤
邦
彦

大
石
温
基

荒
木
田
俊
一

真
崎
寿
浩

小
林
幸
悦

稲
田　
　

修

髙
橋　
　

豪

佐
藤
大
成

田
口
寿
宜

黒
沢
龍
己

公
明
党

会派に属しない
議員

仁政クラブ 翠巒会 民政会議 市民
クラブ 共

産
党

平成28年度
特別会計
企業会計予算

（千円）
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収入 支出
（性質別）

成28年度一般会計予算は、過去５年間で最高額となる190
億円となりました。加速している人口減少を食い止めるた

め、新たに第２子からの保育料無料化や、若者向けの住宅建築補
助、医療費助成の拡大（中学生通院まで）など、定住・子育て支

援政策に一層重点が置かれています。昨年で仙北市は合併10年
を迎えました。地方人口ビジョン、総合戦略と共に、新たに第2
次総合計画を策定し、次の10年、厳しい社会情勢のもとではあ
りますが、更なる市政発展を目指します。

再度提案されたものでありますが、議員からは、「議会は独自に
調査・報告をしたが、市では未だ細部にわたっての調査がなされ
ていない」「市では、3月末までに調査を取りまとめ報告すると
していたが、未だ行われていない」、「特別委員会の報告は非常
に重いにも関わらず、12月に否決された処分案と同じ内容であ
る。調査特別委員会の報告をどう受け止めているのか疑問」など
の反対意見が出されています。また、調査特別委員会では、事態
の重さに鑑み、再発防止策の1つとして、本来市が自ら提案する
べきである「職員倫理条例」についても提案し（16P参照）、全
会一致で可決しており、今後も市に対し、事件の調査・報告と再
発防止について訴えて行きます。

年12月議会において、「詳しい調査もしていないうちか
ら処分することは時期尚早」として否決された、市職員に

よる贈収賄事件に対する市長・副市長の減給処分案が、定例会最
終日（3月17日）に再提案され、賛成1反対17で議会は再度これ
を否決しました。市議会では、昨年12月、地方自治法第98条に
基づく検査権を発動し、「随意契約不正事務処理に関する調査特
別委員会」を設置して、これまで徹底した調査を行ってきました
が、調査結果は、3月定例会初日の本会議に報告され、不適切な
随意契約の実態や、実績価格を大幅に上回る単価での契約、管理
体制の機能不全など、本来あってはならない内容が次々に明らか
になっています。今回の処分案は議会特別委員会の報告を受けて

平成28年度予算総額3  
一般会計予算190億円　特別会計  

平成28年度　一般会計予算の内訳

依
存

財
源

そ
の
他

経
費

義
務
的

経
費

投
資
的

経
費

自
主

財
源

地方交付税
8,700,000千円
（45.80％）

人件費
3,278,342千円
（17.3％）

繰出金
2,254,470千円
（11.9％）

貸付金
395,620千円（2.1％）

予備費
30,000千円（0.20％）

扶助費
2,284,466千円
（12.0％）

補助費等
2,808,313千円

（14.8％）

公債費2,327,812千円
（12.3％）

物件費
3,147,002千円
（16.6％） 普通建設事業費等

2,043,840千円
（10.8％）災害復旧事業費3千円（0.0％）

国庫支出金
1,745,089千円
（9.20％）

諸収入
729,617千円（3.80％）

繰入金
955,499千円
（5.20％）

使用料及び手数料
294,271円（1.50％）

その他
157,786千円
（0.80％）

その他
24,002千円（0.10％）

●地方譲与税
　170,000千円（0.90％）
●地方消費税交付金
　450,000千円（2.40％）

市税
2,550,094千円
（13.40％）

市債
1,703,900千円

（9.00％）

県支出金
1,853,349千円
（9.80％）

投資及び出資金
127,820千円（0.7％）

積立金
233,744千円
（1.2％）

維持補修費
68,568千円
（0.40％）

依
存

財
源

自
主

財
源

％）

）

千円

そそ
の
他

そ
の
他

経
費

義
務
的

義
務

経
費

投
資
的

投
資

経
費 公債

（12

190億円 190億円

調査特別委員会の報告を重く受け止めよ
市職員による贈収賄事件　市長・副市長の減給処分案 再度否決

× ×12月定例会  減給処分案

「市も議会も調査はこれから」
「時期尚早 処分の前に調査を」

市長△30%、副市長 △20%（3ヶ月）
3月17日　減給処分案（再）

「市も独自で調査をするべき」
「議会の報告内容は重い」

12月定例会と同じ内容
12月～2月
市議会
特別委員会

徹底調査

2月23日
調査結果報告

職員倫理条例
提案・可決

平

昨

否　決 再否決
3



予算常任委員会

質
問　

国
保
運
営
の
見
通
し
と
、
被
保
険
者
へ
の
影
響
は
？

答
弁　

平
成
28
年
度
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
比
較
し
、
被
保
険
者

減
少
の
た
め
、
国
保
税
収
入
は
約
6
，
0
0
0
万
円
の
減
収
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
一
方
で
、
国
保
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
に
よ
り
1
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増
加
し
て
お
り
、
保
険

給
付
費
の
総
額
は
前
年
度
と
同
規
模
で
あ
る
。
平
成
30
年
度
か
ら

の
国
保
の
広
域
化
に
向
け
、
28
年
度
は
今
後
3
カ
年
に
わ
た
る
第

2
期
計
画
を
策
定
し
国
保
運
営
の
安
定
化
に
努
め
る
。
被
保
険
者

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
繰
入
金
等
の
確
保
に
よ
り
減
収
分
を
補

い
、
国
保
税
率
は
据
え
置
く
こ
と
と
し
、
被
保
険
者
の
税
負
担
を

抑
制
す
る
。

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

市
内
の
イ
ン
フ
ラ
関
連
企
業
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
請
願
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　

市
の
公
共
工
事
で
発
生
す
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
の
再

生
可
能
な
資
材
等
に
つ
い
て
、
市
外
に
流
出
し
て
い
る
例

も
あ
り
、
土
木
業
者
の
資
材
調
達
等
に
も
支
障
を
き
た
し

て
い
る
た
め
、
市
内
業
者
で
の
処
分
・
再
生
に
配
慮
す
る

よ
う
求
め
る
も
の
。

市
内
イ
ン
フ
ラ
関
連
企
業
の

活
性
化
に
関
す
る
請
願
書　

全
会一致
で
採
択

質問　県との協働プログラムにより「クニマス未来館」を建設
するとしているが、山梨県からのクニマス借り受けも未確定で、
養殖技術も確立されておらず、時期尚早ではないか？
答弁　クニマス未来館は、クニマスの里帰りのみならず、田沢
湖再生の活動拠点施設としての役割もある。クニマスの卵、稚
魚については、昨年来、山梨県、富士河口湖町等に対し要望も
しており、確約が得られたものではないが、前向きな返事を頂
いている。県と協働で取り組みたい。

クニマス未来館建設 時期尚早では

質問　28年度から新生児に3,000円相当の誕生祝い品を贈ると
し、約50万円の予算を計上しているが、果たしてこれで出生
率が上がるのか？全くインパクトに欠ける。
答弁　この事業事態は、子供を増やしていこうという趣旨では
なく、仙北市に生まれて来たことに対する、お祝いの気持ちを
伝えるためのものである。今後の様々な子育て支援メニューの
第1段階として、イントロダクション的な思いでスタートしよ
うとの考えでこの金額と予算とした。

誕生祝支給事業 この内容で本当に良いのか

質問　新年度の保育所の申込みは既に始まっているが、待機児
童の状況は？また、発生時のサポート体制は？
答弁　現在の見込みで、年度当初の待機者は5人（全てゼロ歳
児）である。職員の配置等を調整し、年度スタート時点で待機
者ゼロの状況を作りたい。発生時の支援体制として、10月、
田沢湖地区で家庭的保育室が開設（県内初）された。現在、2
人を保育しているが、新年度も研修等を開催し、新たな家庭的
保育室が開設できるよう支援する。

待機児童の現状と支援はいかに

質問　28年度からの住宅新築助成。対象を移住者のみとして
いるが、市内若者も対象にし、定住促進と経済対策を図るべき。
答弁　人口流出については、18～23歳までの進学、就職によ
るものの他、その上の、24～39歳までの流出も多い。この世
代の流出を抑えられれば、人口減少抑制に一層効果的である。
指摘の通り、市内の若い世代に対する支援について全く異論は
なく、今回の制度内容を変更し、移住者に限らず、市内在住の
若者についても対象としたい。

　クニマス未来館建設事業費３億8,578万円は、クニマスのふ化・飼育に十分な技術が確立しない中で時期尚早で
あり、山梨県が確保している受精卵や稚魚、成魚等も絶滅に追い込む危険性さえある。従って一時、凍結すべき
と考え一般会計予算に反対する。

住宅新築助成 市内在住者も対象にするべき

　3月4日、14日、15日の3日間にわたって予算常任委員
会が開催されました。本会議から付託になった、平成
28年度一般会計予算と平成27年度一般会計補正予算に
ついて慎重に審査されました。委員からは主要な予算に
ついて、様々な角度から質疑が行われました。

　

3
月
4
日
の
本
会
議
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

を
除
く
、
条
例
案
や
特
別
・
企
業
会
計
予
算
等
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
各
議
員
か
ら
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
掲
載
致
し
ま
す
。

会派代表
質疑

～ このような反対意見がありました～
反対
討論

採決の結果「平成28年度一般会計予算」賛成多数で可決

本
会
議

4仙北市議会だより



８
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

仁政クラブ 佐 藤 大 成 議員仁政クラブ 佐 藤 大 成 議員

市長 予算を増額し、強化していく。

合宿誘致を推進せよ。

PDCAサイクル…事業活動をより効率的かつ円滑に進める手法。Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の
　　　　　　　 4段階を繰り返すことによって事業を継続的な改善を目指す。

用語解説

合
宿
誘
致
の
考
え
方
は

質
問　

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
と
宿
泊

体
制
を
持
つ
仙
北
市
に
お
い
て
は
、
合

宿
誘
致
の
強
化
が
市
経
済
の
活
性
化
に

大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え
る
。
昨
年
度

の
合
宿
実
績
と
本
年
度
の
目
標
誘
致
数

を
伺
う
。

答
弁　

合
宿
誘
致
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
平
成

27
年
度
は
、
高
校
6
校
、
大
学
8
校
で

約
9
0
0
人
が
仙
北
市
を
利
用
し
て
い

る
。
目
標
誘
致
数
を
早
期
に
定
め
、
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

誘
致
に
お
い
て
は
、
あ
る
競
技

に
特
化
し
、
熱
心
な
誘
致
活
動
を
行
い
、

充
実
し
た
練
習
環
境
を
整
え
て
い
る
自

治
体
が
成
功
し
て
い
る
。
現
在
の
仙
北

市
で
は
、
モ
ー
グ
ル
や
野
球
、
陸
上
長

距
離
、
カ
ヌ
ー
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁　

誘
致
に
関
し
て
は
、
設
備
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
仙
北
市
出
身
の
ア
ス
リ
ー

ト
の
方
々
の
活
躍
を
把
握
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
、
し
っ
か
り
と
構
築
す
る
。

モ
ー
グ
ル
・
カ
ヌ
ー
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
合
宿
候
補
地
へ
の
登
録
を
目
指
し

た
い
。

決
算
説
明
資
料
の
充
実
を

質
問　

北
海
道
新
冠
町
で
は
、
決
算
説

明
資
料
に
事
業
の
課
題
・
評
価
、
改
善
・

今
後
の
事
業
展
開
が
示
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
議
論
に
お
い
て
、
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
軸
に
し
た
政
策
評
価
・
検
証

が
行
わ
れ
る
が
、
仙
北
市
で
使
用
さ
れ

て
い
る
今
の
資
料
で
は
、
十
分
な
情
報

提
供
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
決
算
説
明

資
料
の
改
善
並
び
に
充
実
を
求
め
る
。

答
弁　

改
善
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
も

大
き
く
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
深
い
審
査

が
行
わ
れ
る
と
感
じ
て
い
る
。
改
善
を

進
め
た
い
。

市
内
中
学
校
の
統
合
に
向
け
て

質
問　

生
徒
数
の
減
少
予
測
も
示
さ
れ
、

有
識
者
の
会
議
を
経
て
、
今
後
は
望
ま

し
い
統
合
の
在
り
方
が
本
格
的
に
議
論

さ
れ
る
と
思
う
。
統
合
に
向
け
た
議
論

や
調
査
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁（
教
育
長
）　

本
年
度
中
に
学
校
適

正
配
置
検
討
委
員
会
を
設
立
す
る
。ま

た
、保
護
者
や
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
。

質
問　

前
回
の
質
問
で
市
長
は
、
学
校

統
合
は
「
局
地
的
統
合
が
望
ま
し
い
」

と
答
弁
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
の
市
内
の
生
徒
数
を
考
慮
す
る
と
、

統
合
に
よ
っ
て
一
時
的
に
は
生
徒
数
が

増
え
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
数
年

後
に
統
合
前
の
人
数
に
戻
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
が
、
学
校
統
廃
合
に
関

す
る
新
し
い
手
引
を
、
各
教
育
委
員
会

に
通
知
し
て
1
年
に
な
る
。
そ
の
結
果
、

全
国
の
学
校
で
は
バ
ス
で
7
5
分
以
上

の
通
学
も
珍
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

改
め
て
提
案
す
る
が
、
3
〜
5
年
計
画

で
段
階
的
に
、
市
内
中
学
校
は
１
つ
に

し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁（
教
育
長
）　

現
在
の
市
の
対
応
が

手
引
に
逆
行
し
て
い
る
と
い
う
批
判
は

否
め
な
い
。た
だ
、手
引
は
強
制
で
は
な

い
。部
活
動
等
の
問
題
は
あ
る
が
、地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
競
技
会
を
ど
う
産
業
振
興
に

結
び
つ
け
る
の
か
。

質
問　

仙
北
市
で
ド
ロ
ー
ン
競
技
会
が

開
催
さ
れ
る
。
市
当
局
は
、
競
技
会
を

絶
好
の
ア
ピ
ー
ル
の
機
会
と
強
く
認
識

し
、
企
業
誘
致
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
だ
が
、
昨
今
の
企
業
誘
致
活
動

を
み
る
と
不
安
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
ド
ロ
ー
ン
競
技
会
の
概
要
、
企

業
誘
致
活
動
の
具
体
的
な
計
画
を
伺
う
。

答
弁　

競
技
会
は
操
縦
技
術
の
向
上
、

企
業
の
ド
ロ
ー
ン
産
業
へ
の
参
入
等
を

目
的
と
し
て
い
る
。
開
催
日
数
は
1
日

で
、
7
月
に
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
計
画
と
し
て
仙
北
市
は
、
ド

ロ
ー
ン
産
業
を
振
興
す
る
と
い
う
強
い

意
志
が
あ
る
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
し

て
、
人
材
の
育
成
や
実
証
実
験
へ
の
支

援
を
積
極
的
に
行
う
自
治
体
で
あ
る
こ

と
を
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
、
将
来
的
に
は
、

ド
ロ
ー
ン
バ
レ
ー
を
目
指
す
。

（
門
脇 

民
夫 

記
）■五輪合宿候補地へ向けた熱心な取り組みを
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８
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

翠巒会  荒 木 田 俊 一 議員翠巒会  荒 木 田 俊 一 議員

市長

■老朽化が進む小学校プール

市としては、まだ断念とは言えない状況である。

㈱
司
食
品
工
業
誘
致
に
つ
い
て

質
問　

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
、
司
食

品
と
の
会
議
録
に
社
長
の
署
名
は
い
た

だ
い
て
い
る
の
か
。

答
弁　

会
議
内
容
を
、
お
互
い
確
認
す

る
意
味
合
い
で
署
名
捺
印
を
申
し
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
２
月
に
郵
送
し
て

い
る
が
、
い
ま
だ
署
名
捺
印
は
い
た
だ

い
て
い
な
い
。

質
問　

今
回
の
企
業
誘
致
活
動
は
断
念

し
た
と
判
断
し
て
よ
い
の
か
。

答
弁　

正
式
な
答
申
が
無
い
現
状
で
あ

る
事
か
ら
、
ま
だ
断
念
と
言
え
な
い
状

況
と
判
断
し
て
い
る
。

質
問　

造
成
し
た
跡
地
活
用
策
に
つ
い

て
、
秋
田
銀
行
が
全
力
を
傾
注
す
る
と

の
発
言
で
あ
っ
た
が
、
主
体
者
と
し
て

の
発
言
は
な
か
っ
た
。
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

答
弁　

私
及
び
市
が
何
も
し
な
い
と
言

う
よ
う
な
趣
旨
の
発
言
で
は
毛
頭
な
い
。

司
食
品
を
紹
介
い
た
だ
い
た
秋
田
銀
行

が
、
全
力
で
事
後
対
応
も
含
め
て
最
大

努
力
を
傾
注
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

話
か
ら
の
発
言
で
あ
る
。

質
問　

両
者
間
で
本
当
の
信
頼
関
係
が

構
築
で
き
て
い
た
の
か
。

答
弁　

信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
な
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。
双
方
の
責
任
で
行
っ
た
事
業

で
あ
り
、
企
業
の
一
方
的
な
話
は
理
解

で
き
な
い
。

質
問　

こ
れ
ま
で
、
議
会
に
対
し
、
提

案
や
説
明
を
し
て
き
た
の
は
何
で
あ
っ

た
の
か
。

答
弁　

議
会
と
議
論
を
重
ね
企
業
誘
致

を
進
め
て
き
て
い
る
。

　

仮
に
司
食
品
が
進
出
困
難
な
状
況
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
県
、
秋
田
銀
行
、

各
種
関
係
団
体
と
情
報
の
共
有
を
図
り
、

あ
ら
ゆ
る
対
応
に
全
力
で
努
力
す
る
。

質
問　

議
会
か
ら
の
「
企
業
誘
致
の
早

期
実
現
を
求
め
る
決
議
」
を
、
ど
う
受

け
と
め
て
い
る
の
か
。

答
弁　

市
の
重
要
な
政
策
課
題
の
解
決

と
し
て
早
期
の
誘
致
実
現
を
求
め
た
決

議
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

企
業
誘
致
を
今
後
５
年
間
で
、

５
社
の
目
標
値
と
し
て
い
る
が
、
基
本

的
な
戦
略
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

企
業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く

奨
励
措
置
制
度
や
各
種
資
源
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
、
地
方
創
生
特
区
の
特
性
を
最
大

限
活
用
し
て
い
く
。　

教
育
に
つ
い
て

質
問　

角
館
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
小
学
校
内
に
設
置
で
き
な
い
か
。

答
弁　

現
時
点
で
は
、
ど
う
し
て
も
空

き
教
室
が
な
く
困
難
な
状
況
で
あ
る

質
問　

移
動
に
時
間
と
安
全
面
で
不
安

の
声
が
あ
る
。
ス
マ
イ
ル
バ
ス
等
の
利

用
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

角
館
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
昨
年

「
匂
い
が
し
た
」
と
の
声
を
聞
い
た
が

報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

答
弁（
教
育
長
）　

２
回
報
告
を
受
け
て

い
る
。夏
に
高
温
が
続
い
た
こ
と
に
よ

り
藻
が
発
生
し
た
際
、塩
素
を
強
め
た

の
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。健
康
被
害
の

報
告
は
受
け
て
な
い
。

質
問　

プ
ー
ル
の
水
質
検
査
体
制
と
、

ろ
過
装
置
等
の
管
理
体
制
は
。

答
弁
（
教
育
長
）　

検
査
機
関
及
び
学

校
で
の
検
査
で
数
値
的
な
異
常
は
見
ら

れ
な
い
。
循
環
ろ
過
装
置
は
、
毎
年
３

回
の
点
検
を
市
内
業
者
に
委
託
し
て
い

る
。
今
年
度
、
ろ
過
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

交
換
修
繕
を
行
い
た
い
。

質
問　

他
の
学
校
の
プ
ー
ル
で
問
題
は

な
い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

問
題
の
報
告
は
特

に
な
い
が
、
各
学
校
の
プ
ー
ル
も
老
朽

化
し
て
お
り
、
今
後
も
改
修
を
進
め
て

い
き
た
い
。

神
代
地
区
の

水
道
未
普
及
対
応
策
に
つ
い
て

質
問　

水
源
確
保
の
状
況
と
対
応
は
。

答
弁　

卒
田
地
区
に
つ
い
て
は
、
黒
倉

地
内
に
井
戸
を
掘
削
し
、
水
質
、
水
量

と
も
有
望
と
判
断
し
て
い
る
。　
　

神
代
小
中
学
校
周
辺
は
西
木
地
区
簡
易

水
道
の
拡
張
、
小
松
地
区
は
角
館
上
水

道
の
拡
張
に
よ
り
確
保
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

計
画
の
作
成
、
事
業
実
施
の
見

通
し
は
。

答
弁　

平
成
28
年
度
に
卒
田
地
区
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、

早
け
れ
ば
工
事
の
実
施
は
平
成
30
年
で
、

完
成
ま
で
５
年
程
度
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

総
合
計
画
の
位
置
づ
け
は
。

答
弁　

基
本
目
標
に
、
水
道
未
普
及
地

域
の
解
消
事
業
を
掲
げ
て
い
る
。

（
小
林 

幸
悦 

記
）

司食品の誘致は断念か。
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８
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

民政会議  安 藤 　 武 議員民政会議  安 藤 　 武 議員

市長 市全体の医療体制、連携を進める。

基準外繰入金…公益性の観点から、例外的に一般会計から公営企業会計に繰り出す経費のうち、
　　　　　　　総務省が示した繰り出し基準に合致しない経費。

用語解説

質
問　

市
立
田
沢
湖
病
院
経
営
安
定
化

計
画
に
つ
い
て
、
医
療
体
制
の
整
備
は

医
療
局
と
一
体
的
に
医
師
確
保
や
他
の

医
療
機
関
と
の
連
携
等
々
計
画
す
る
と

し
て
い
る
が
、
従
前
と
な
ん
ら
新
味
が

な
い
ば
か
り
か
、
こ
れ
ま
で
経
済
の
変

化
や
制
度
の
改
革
に
沿
っ
た
経
営
を
展

開
で
き
ず
、
十
分
な
経
営
戦
略
の
無
い

ま
ま
事
業
展
開
を
し
て
来
た
そ
の
延
長

で
は
な
い
か
。

　

医
療
局
の
宮
川
信
管
理
者
が
数
年
か

け
て
経
営
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
は
ず

だ
が
、
な
ん
の
成
果
も
見
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
悪
化
の
道
を
辿
る
一
方
だ
。
不

良
債
権
額
が
４
億
3
千
万
円
に
膨
ら
み
、

や
む
な
く
基
準
外
繰
り
入
れ
1
億
円
を

注
入
し
て
経
営
の
立
て
直
し
を
図
る
と

の
事
だ
が
そ
の
本
気
度
が
見
え
な
い
し

医
療
連
携
も
口
先
ば
か
り
だ
。

　

さ
ら
に
神
代
診
療
所
の
伊
藤
所
長
の

辞
任
に
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
地
域
医

療
に
率
先
し
て
臨
ん
だ
方
で
、
手
厚
い

患
者
対
応
を
慕
う
方
が
多
か
っ
た
。
今
、

先
生
に
在
宅
医
療
を
受
け
て
い
た
方
々

の
心
配
は
極
度
に
達
し
て
い
る
。
こ
の

医
師
確
保
が
困
難
な
中
（
伊
藤
医
師
の

辞
表
を
受
理
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事

の
）
決
断
理
由
と
今
後
神
代
診
療
所
を

ど
う
す
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
皆
様
の
期
待
に
十
分
に
応
え
き
れ
な

い
現
状
を
打
開
す
る
思
い
で
医
療
局
を

中
心
に
粘
り
強
く
招
聘
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

　

看
護
師
に
つ
い
て
は
27
年
度
に
3
名

を
採
用
し
28
年
度
は
2
名
の
採
用
が
決

ま
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
か
ら
田
沢
湖
病
院
を
中
心
に

地
方
創
生
特
区
事
業
に
取
り
組
ん
で
行

く
。
秋
田
市
在
住
の
柴
田
裕
医
師
を
お

迎
え
し
、
通
常
の
診
療
業
務
の
他
、
温

泉
と
医
療
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
実
現
に
向
け
た
活
動
を
始
め
る
。

　

空
席
に
な
っ
て
い
た
病
院
事
業
管
理

者
に
医
療
福
祉
分
野
に
知
見
の
深
い
、

県
健
康
福
祉
部
長
の
進
藤
英
樹
氏
が
4

月
か
ら
着
任
す
る
。
市
全
体
の
医
療
体

制
、
連
携
が
進
む
事
を
期
待
し
て
い
る
。

　

田
沢
湖
病
院
の
基
準
外
繰
り
入
れ
は

（
資
金
不
足
の
解
消
に
向
け
て
経
営
の

安
定
化
を
図
る
様
）
監
査
委
員
の
指
摘

の
他
、
国
、
県
か
ら
も
是
正
を
求
め
ら

れ
て
お
り
、
極
め
て
重
要
な
対
策
と
考

え
て
い
る
。
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

前
述
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
構

築
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
他
、
現
在
台

湾
当
局
と
外
交
ル
ー
ト
で
医
師
招
聘
作

業
を
進
め
て
い
る
。

　

県
が
進
め
る
地
域
医
療
構
想
と
総
務

省
の
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
本
市
で
も
地
域
市
立
病
院
等

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。
一
層
の
経

営
改
革
が
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

田
沢
湖
病
院
の
具
体
的
な
医
療
連
携

は
、
両
市
立
病
院
相
互
の
定
員
受
け
入

れ
、
退
院
後
の
施
設
入
所
調
整
等
に
つ

い
て
角
館
総
合
病
院
を
中
心
に
医
療
、

介
護
の
連
携
を
図
る
。

質
問　
（ 

医
療
連
携
を
中
心
と
し
た
本

市
の
医
療
問
題
が
）
市
長
の
答
弁
ど
お

り
進
め
ば
問
題
が
無
い
わ
け
だ
が
、
そ

の
可
能
性
が
も
の
す
ご
く
低
い
事
か
ら

こ
の
問
題
を
提
起
し
た
。

　

伊
藤
先
生
は
自
分
が
辞
任
す
る
事
に

よ
っ
て
仙
北
市
の
医
療
（
特
に
医
療
連

携
に
対
す
る
考
え
）
が
少
し
で
も
変
わ

っ
て
く
れ
れ
ば
と
、
非
常
に
寂
し
気
に

語
っ
て
お
ら
れ
た
。
先
生
の
言
わ
れ
た

事
の
半
分
で
も
実
現
し
て
い
れ
ば
、
お

や
め
に
な
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
先
生

の
切
な
る
意
思
を
く
ん
で
ほ
し
い
。　

答
弁　

神
代
診
療
所
の
事
案
に
つ
い
て

は
伊
藤
先
生
の
地
域
医
療
に
か
け
る
、

患
者
第
一
主
義
の
熱
い
取
り
組
み
は
尊

敬
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
度
の
退

任
は
誠
に
残
念
で
あ
り
、
何
度
も
慰
留

し
た
が
ご
本
人
の
決
心
が
固
く
辞
表
を

受
理
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

診
療
業
務
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
の
診
療
時
間
を
約
束
で
き
る
か
不

透
明
だ
が
医
師
確
保
に
向
け
て
最
大
の

努
力
中
で
あ
る
。

（
阿
部 

則
比
古 

記
）■どうなる神代診療所

■基準外繰り入れの実施される田沢湖病院

どうする医療行政。　　　　　　　

し
ょ
う
へ
い

し
ょ
う
へ
い
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８
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

市民クラブ  八 柳 良 太 郎 議員市民クラブ  八 柳 良 太 郎 議員

市長

角館の桜まつりと滞在型、宿泊型の
観光事業をどうする。

桜まつり期間外の開催と食のブランド化を進めていく。

角
館
の
桜
ま
つ
り
と
観
光
事
業
支
援
に

つ
い
て

質
問　

昨
年
の
桜
ま
つ
り
は
例
年
よ
り

開
花
が
早
く
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

前
に
散
り
始
め
た
。
ま
た
、
通
過
型
の

観
光
か
ら
仙
北
市
ブ
ラ
ン
ド
産
の
飲
食

を
提
供
さ
せ
、
外
貨
獲
得
に
努
め
る
べ

き
で
は
。

答
弁　

角
館
の
桜
ま
つ
り
期
間
を
桜
の

開
花
に
合
わ
せ
、
ア
フ
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

の
必
要
性
と
プ
レ
オ
ー
プ
ン
開
催
の
要

望
が
出
て
お
り
、
昨
年
角
館
の
桜
ま
つ

り
出
店
組
合
設
立
に
合
わ
せ
、
桜
ま
つ

り
期
間
外
の
開
催
を
検
討
し
た
い
。「
仙

北
市
の
食
の
観
光
資
源
と
し
て
、
新
た

に
仙
北
市
夢
牧
場
の
６
次
産
業
化
を
進

め
牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
で
観
光
客
の

方
々
に
提
供
さ
せ
た
い
。

質
問　

桧
木
内
川
堤
は
文
部
科
学
省
で

名
勝
指
定
を
受
け
て
い
る
が
、
老
木
と

な
り
、
枝
も
割
れ
新
た
な
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
古
城
山
に
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
を
使
い
、
観
光
客
の
方
々
に
山
頂

か
ら
桧
木
内
川
堤
の
桜
の
絶
景
を
観
て

い
た
だ
き
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

名
勝
桧
木
内
川
堤
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
は
八
十
二
年
目
を
迎
え
、
落
合
地
区

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
県
仙
北
地
域
振
興
局

と
協
議
し
、
次
世
代
の
桜
植
栽
も
含
め

桜
の
適
正
管
理
に
努
め
た
い
。
角
館
ま

ち
づ
く
り
運
営
体
か
ら
古
城
山
再
生
の

提
案
が
あ
り
、
山
頂
ま
で
の
ス
ロ
ー
プ

化
等
ハ
ー
ド
事
業
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

角
館
町
内
小
勝
田
、
表
町
方
面

で
、
悪
臭
の
苦
情
が
あ
り
、
そ
の
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

同
苦
情
に
対
し
、
県
畜
産
試
験

場
か
ら
測
定
し
て
い
た
だ
き
、
問
題
な

し
と
報
告
さ
れ
た
。
養
鶏
場
の
洗
卵
設

備
、
肥
育
牛
団
地
の
堆
肥
処
理
施
設
の

建
設
に
向
け
、
市
と
し
て
支
援
し
て
い

き
た
い
。

角
館
の
お
祭
り
の

今
後
の
あ
り
方
を
問
う

質
問　

角
館
の
お
祭
り
で
、
昭
和
五
十

年
に
も
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
が
、
今
回
の
事
故
を
受
け
、
伝

統
行
事
の
祭
り
を
、
実
行
委
員
会
の
あ

り
方
も
含
め
、
再
検
討
す
る
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

角
館
の
お
祭
り
の
本
質
に
関
わ

る
部
分
で
の
意
識
が
欠
落
し
、
今
回
の

人
身
事
故
が
起
き
た
の
で
は
と
、
私
個

人
で
は
思
っ
て
い
る
。
お
祭
り
実
行
委

員
会
会
長
と
し
て
、
安
全
対
策
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
答
申
を
い
た
だ
い
た
。

２
月
11
日
に
は
、
研
究
者
に
よ
る
祭
り

の
安
全
と
事
故
の
研
修
会
も
開
か
れ
た
。

２
月
４
日
に
は
、
臨
時
全
体
会
議
で
安

全
対
策
に
対
す
る
提
案
を
し
て
ご
承
認

い
た
だ
い
た
。
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
、
関
係
団
体
と
更
に

協
議
を
続
け
た
い
。

立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
活
用
は

質
問　

出
店
希
望
者
の
要
望
に
応
え
、

空
き
家
、
空
き
店
舗
の
活
用
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
出
店
希
望
者

は
、
立
町
市
有
地
利
用
協
議
会
に
相
談

を
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

司
食
品
の
誘
致
は

質
問　

司
食
品
の
誘
致
が
失
敗
す
る
前

に
、
途
中
で
引
き
返
せ
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

司
食
品
の
企
業
誘
致
は
、
昨
年

８
月
４
日
、
滝
本
社
長
が
県
庁
を
訪
れ
、

話
し
合
い
を
行
っ
た
。
一
日
も
早
く
諸

問
題
の
解
決
を
図
り
た
い
。

病
院
経
営
と
患
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質
問　

病
院
の
医
師
と
議
会
と
の
意
見

を
交
換
す
る
場
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

病
院
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
議
会
と
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
の

意
見
交
換
会
を
今
後
も
開
催
し
た
い
。

（
髙
久 

昭
二 

記
）

■古城山頂から桧木内川桜堤絶景
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社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
と
教

育
・
保
育
施
設
の
運
営
は

質
問　

①
平
成
28
年
度
の
園
児
の
全
施

設
の
入
園
状
況
②
受
け
入
れ
と
全
施
設

の
状
況
③
は
な
さ
き
仙
北
の
概
要
（
事

務
局
体
制
・
認
定
子
ど
も
園
の
運
営
・

予
算
・
職
員
体
制
）
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

①
４
月
１
日
時
点
の
入
園
決
定

人
数
は
、
角
館
２
１
３
人
、
白
岩
小
百

合
44
人
、
角
館
西
44
人
、
中
川
21
人
、

に
こ
に
こ
88
人
、
桧
木
内
47
人
、
だ
し

の
こ
園
１
３
１
人
、
神
代
子
ど
も
園
１

３
６
人
で
、
全
市
で
７
２
４
人
の
状
況

で
あ
る
。

②
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
１
歳
・
４
歳

児
が
増
加
、
２
歳
・
３
歳
・
５
歳
児
が

減
少
、
市
全
体
で
27
人
減
少
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
歳
児
は
角
館
保
育
園
で
５
人
が
入

所
待
機
と
な
っ
て
い
る
。

③
事
務
局
は
５
人
体
制
（
２
人
は
市
の

派
遣
職
員
）、
だ
し
の
こ
園
は
園
長
以

下
39
人
、
神
代
子
ど
も
園
は
37
人
体
制

と
な
っ
て
い
る
。
市
の
臨
時
職
員
か
ら

法
人
の
正
職
員
に
な
っ
た
方
は
、
２
園

あ
わ
せ
て
10
人
で
あ
る
。
予
算
は
、
市

か
ら
の
委
託
事
業
収
入
・
補
助
金
・
施

設
費
を
合
わ
せ
て
１
，
３
７
５
万
６
千

円
と
な
る
。
施
設
の
移
譲
は
、
土
地
は

無
償
貸
付
け
、
建
物
及
び
備
品
は
無
償

譲
渡
と
し
、
４
月
１
日
が
移
譲
日
と
な

る
。

質
問　

市
の
職
員
の
保
育
園
の
異
動
等

も
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
副
市
長
）　

平
成
28
年
度
は
２

つ
の
認
定
子
ど
も
園
に
14
人
の
市
の
保

育
士
を
派
遣
す
る
と
い
う
事
で
協
議
し

て
い
る
。
こ
れ
は
当
面
、
保
育
の
質
を

低
下
さ
せ
な
い
事
と
保
育
の
ス
キ
ル
を

維
持
し
て
い
く
事
で
、
２
・
３
年
の
ス

パ
ン
で
両
園
に
派
遣
す
る
事
に
し
て
い

る
。
そ
の
後
は
、
全
て
法
人
の
保
育
士

で
運
営
し
て
い
く
体
制
を
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
派
遣
を

予
定
し
て
い
る
の
は
、
現
在
、
神
代
こ

ど
も
園
・
だ
し
の
こ
園
の
保
育
士
か
ら

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

保
育
料
の
助
成
は
検
討
さ
れ
た
か

質
問　

市
で
は
、
一
定
の
所
得
に
応
じ

て
、
第
２
子
か
ら
保
育
料
を
無
料
化
す

る
と
し
た
が
、
第
１
子
の
子
育
て
支
援

が
充
実
し
て
、
第
２
子
の
誕
生
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　

本
市
の
保
育
料
は
、
他
自
治
体

や
国
の
基
準
と
比
較
し
て
約
半
額
で
あ

り
、
こ
の
差
額
分
は
市
が
負
担
し
て
い

る
。
十
分
検
討
し
、
第
２
子
を
生
み
育

て
や
す
い
よ
う
に
、
既
に
出
生
し
て
い

る
第
２
子
か
ら
の
無
料
化
に
踏
み
切
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
化
を

質
問　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

助
成
を
高
校
生
ま
で
広
げ
る
考
え
は
あ

る
か
。
乳
児
期
に
か
か
り
や
す
い
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
化
の
検
討
を
し

て
は
ど
う
か
。

答
弁　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

の
一
部
助
成
は
６
歳
児
の
就
学
前
と
し

て
い
る
。
流
行
や
症
状
、
年
齢
等
も
考

慮
し
、更
に
検
討
事
案
と
す
る
。国
で
は
、

ロ
タ
定
期
予
防
接
種
化
に
つ
い
て
は
有

効
性
・
安
全
性
の
評
価
の
検
討
が
必
要

と
の
見
解
で
あ
る
。
今
後
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
国
の
指
針
等
を
注
視
し
て
検

討
を
進
め
て
行
き
た
い
。

補
正
具
補
助
等
の
検
討
は

質
問　

２
人
に
１
人
は
、
が
ん
に
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
抗
が
ん
剤
や
放

射
線
治
療
を
受
け
る
女
性
の
立
場
に
立

っ
て
、
ウ
イ
ッ
グ
や
補
正
具
の
補
助
等
、

女
性
の
生
活
応
援
・
支
援
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。　

答
弁　

こ
れ
ま
で
市
の
検
討
に
は
な
か

っ
た
提
案
で
あ
る
。
県
内
で
は
能
代
市

が
既
に
実
施
し
て
い
る
。
医
師
の
証
明

書
と
補
正
具
の
請
求
書
を
添
付
し
て
、

乳
房
は
上
限
額
２
万
円
、
ウ
イ
ッ
グ
は

３
万
円
と
し
て
い
る
。
山
形
県
で
は
既

に
実
施
し
て
い
る
。
大
変
あ
り
が
た
い

提
案
だ
と
受
け
止
め
、
実
施
に
向
け
た

検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

８
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

共産党  平 岡 裕 子 議員共産党  平 岡 裕 子 議員

市長 民間からの協力も頂き、
日本一子育てに優しいまちづくりを進めていく。

はなさき仙北と教育・保育施設の
運営にどう取組むか。

■社会福祉法人「はなさき仙北」が運営する神代こども園
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ク
リ
オ
ン
プ
ー
ル
の
新
築
を

質
問　

ク
リ
オ
ン
の
プ
ー
ル
は
合
併
協

議
会
で
、
旧
西
木
村
が
準
備
し
た
敷
地

に
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。

答
弁　

現
在
、
プ
ー
ル
の
新
築
に
は
約

５
億
円
、
維
持
管
理
に
は
年
間
４
，
５

０
０
万
円
の
経
費
が
必
要
と
試
算
さ
れ

て
い
る
、
改
修
し
た
場
合
の
維
持
管
理

費
に
は
１
，
５
０
０
万
円
程
度
と
推
計

し
て
い
る
。
プ
ー
ル
は
改
修
後
約
20
年

間
は
大
丈
夫
だ
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、

こ
の
間
に
財
政
事
情
等
も
考
慮
し
て
、

新
プ
ー
ル
の
議
論
が
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
。

質
問　

プ
ー
ル
の
改
修
方
法
・
改
修
箇

所
及
び
予
算
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

予
算
は
現
プ
ー
ル
の
改
修
と
設

計
料
を
含
め
５
，
８
０
０
万
円
程
、
ボ

イ
ラ
ー
の
設
置
に
３
，
９
０
０
万
円
合

わ
せ
て
９
，
７
０
０
万
円
程
で
あ
る
。

質
問　

ク
リ
オ
ン
本
体
そ
の
も
の
が
建

築
後
30
年
近
く
経
過
し
て
い
る
。
耐
力
、

耐
震
調
査
等
を
実
施
し
た
の
か
。

答
弁　

耐
力
等
の
調
査
は
平
成
27
年
度

に
実
施
し
た
が
、
調
査
結
果
報
告
書
が
、

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

質
問　

改
修
後
の
用
途
が
子
供
達
の
水

泳
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
方
々
の
膝

痛
、
腰
痛
等
の
予
防
や
緩
和
の
た
め
に

も
活
用
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
３
階

へ
の
階
段
の
昇
降
は
厳
し
い
の
で
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
は
設
置
す
る
の
か
。

答
弁　

高
齢
者
の
方
々
の
活
用
も
考
慮

さ
れ
た
改
修
で
あ
る
が
、
平
成
28
年
度

の
改
修
予
算
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

耐
力
等
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
ク
リ
オ

ン
の
改
修
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
際
に
議
論
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

質
問　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
等
の
冬
期
間
の

暖
房
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答
弁　

ボ
イ
ラ
ー
の
改
修
費
が
高
額
な

の
は
、
冬
期
間
を
含
め
て
通
年
使
用
で

き
る
よ
う
に
暖
房
等
に
も
配
慮
さ
れ
た

改
修
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

市
内
公
共
遊
休
施
設
の
活
用
は

質
問　

介
護
施
設
、
老
健
施
設
等
の
各

施
設
に
は
、
入
所
希
望
待
機
者
が
１
０

０
人
以
上
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
内

に
は
学
校
を
含
め
公
共
の
遊
休
施
設
が

多
く
あ
る
。
こ
れ
を
老
人
介
護
施
設
等

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
働
く
職
員

の
雇
用
も
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

旧
学
校
を
介
護
施
設
に
と
企
業

や
県
関
係
者
が
視
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。

建
物
の
構
造
上
福
祉
施
設
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
、
基
準
に
な
じ
ま
な
い
と

し
て
活
用
出
来
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、
法
律
を
満
た
し
て
い
る
部
分

と
そ
う
で
な
い
部
分
が
あ
り
、
地
域
の

方
々
が
使
い
勝
手
の
よ
い
小
規
模
多
機

能
な
地
域
拠
点
と
し
て
、
学
校
施
設
だ

け
で
な
く
市
内
遊
休
施
設
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
。

熱
源
を
供
給
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
の

事
業
化
は
で
き
な
い
か

質
問　

仙
北
市
の
面
積
の
約
80
％
が
森

林
で
あ
る
。
間
伐
、
除
伐
し
た
木
が
山

に
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
集

め
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
燃
料
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隣
接
す
る

施
設
に
電
気
と
熱
源
が
送
ら
れ
る
と
し

た
当
事
業
は
、
火
災
に
よ
り
中
止
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
習
得
し
た
知
識
や

人
脈
を
活
用
し
て
チ
ッ
プ
を
熱
源
と
す

る
施
設
と
し
て
再
度
事
業
化
で
き
な
い

か
。

答
弁　

熱
源
を
供
給
す
る
温
水
ボ
イ
ラ

ー
の
燃
料
と
し
て
チ
ッ
プ
を
活
用
す
る

バ
イ
オ
マ
ス
施
設
は
全
国
各
地
で
稼
働

し
て
い
る
が
、
チ
ッ
プ
の
原
料
で
あ
る

間
伐
、
除
伐
さ
れ
た
木
材
を
集
め
る
コ

ス
ト
を
い
か
に
低
く
押
さ
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
木
材

を
集
め
搬
出
す
る
作
業
道
や
林
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
れ
ば
、
コ
ス

ト
面
に
お
い
て
有
利
で
あ
る
と
思
慮
さ

れ
る
が
、
仙
北
市
の
状
況
に
お
い
て
は

厳
し
い
。
ま
た
、
自
治
体
が
そ
の
事
業

に
取
り
組
む
に
は
、
原
材
料
の
調
達
の

仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
の
体
験
か
ら
得
ら
れ

た
知
見
で
あ
る
。

市
民
歌
の
普
及
を
図
れ

質
問　

仙
北
市
民
歌
は
歌
詞
、
メ
ロ
デ

ィ
と
も
す
ば
ら
し
く
、
こ
れ
を
各
会
合

等
で
歌
う
こ
と
に
よ
り
市
民
に
一
体
感

が
醸
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

県
庁
を
始
め
県
内
各
市
町
村
も
電
話
待

ち
の
間
に
県
民
歌
や
市
町
村
歌
が
流
れ

る
所
も
あ
り
、Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
市
の
防
災
無
線
で
の
時
報
、
あ
る

い
は
電
話
の
待
ち
受
け
等
の
際
流
れ
る

メ
ロ
デ
ィ
を
市
民
歌
に
変
え
る
等
し
て

市
民
歌
の
普
及
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
弁　

各
学
校
に
パ
ネ
ル
の
展
示
や
Ｃ

Ｄ
の
配
布
は
し
て
い
る
が
、
人
に
は
音

楽
の
好
き
嫌
い
が
あ
る
の
で
強
制
は
で

き
な
い
と
の
思
い
で
あ
る
。
た
だ
、
知

っ
て
も
ら
っ
て
歌
っ
て
も
ら
え
る
機
会

を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
佐
藤 

大
成 

記
）

８
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

クリオンプールの新築を。

民政会議  伊 藤 邦 彦 議員民政会議  伊 藤 邦 彦 議員

既存のプールを改修した方が維持費が安い。市長

■改修されるクリオンプール
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８
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

翠巒会  小 林 幸 悦 議員翠巒会  小 林 幸 悦 議員

市長 地域の声を反映させて、それぞれの公共施設の
方向性を定めていきたい。

公
共
施
設
つ
い
て

質
問　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
と
し

て
い
る
が
、
現
在
の
公
共
施
設
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が

必
要
で
あ
る
。
維
持
管
理
コ
ス
ト
や
安

全
性
、
類
似
施
設
や
使
用
頻
度
等
を
考

慮
し
て
の
統
廃
合
な
ど
、
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
問
う
。
特
に
老
朽
化
の
著
し

い「
市
営
住
宅
」「
角
館
東
公
民
館
」「
角

館
総
合
技
能
セ
ン
タ
ー
」
を
ど
う
す
る

の
か
。

答
弁　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
施

設
の
利
用
者
や
地
域
の
声
を
計
画
に
反

映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

固
定
資
産
台
帳
整
備
の
作
業
を
進
め
て

い
る
が
、
維
持
管
理
、
修
繕
、
更
新
等

に
か
か
る
中
長
期
的
な
経
費
の
見
込
み

を
算
出
す
る
こ
と
や
、
公
共
施
設
等
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
等
を
、
充
実
、
精
緻
化

す
る
こ
と
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
重
要
度
や
緊
急
度
等
を
考
慮
の
上
、

公
共
施
設
の
統
廃
合
、
除
却
等
を
計
画

的
に
進
め
る
と
同
時
に
、
遊
休
財
産
の

売
却
の
推
進
、
有
効
な
活
用
方
法
等
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

市
営
住
宅
は
、
現
在
２
６
８
戸
で
、

こ
の
う
ち
玉
川
住
宅
、
田
中
住
宅
、
武

蔵
野
団
地
の
木
造
平
屋
建
て
、
岩
瀬
住

宅
は
耐
用
年
限
が
経
過
し
た
も
の
や
老

朽
化
が
顕
著
な
住
宅
が
目
立
っ
て
い
る

現
状
の
中
、
入
居
者
が
退
去
し
た
住
宅

は
次
の
募
集
は
行
わ
ず
、
順
次
解
体
を

行
っ
て
い
る
。
入
居
中
の
住
宅
に
つ
い

て
は
、
随
時
補
修
等
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
角
館
東
公
民
館
は
、
代
替

施
設
が
な
い
現
状
で
は
今
後
も
維
持
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。技
能
セ
ン
タ
ー
は
、

早
期
に
解
体
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
に
つ
い
て

質
問　

将
来
の
ク
ニ
マ
ス
孵
化
、
養
殖

に
向
け
た
具
体
的
な
計
画
は
。

答
弁　

基
本
的
な
調
査
、
検
討
、
課
題

の
抽
出
か
ら
施
設
整
備
の
具
体
的
な
構

想
策
定
、
建
設
着
手
ま
で
、
市
と
し
て

の
方
針
を
明
確
に
掲
げ
、
国
･
県
･
研

究
機
関
等
の
指
導
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら

イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
お
く
こ
と
な
く
、
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

田
沢
湖
再
生
へ
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

答
弁　

湖
底
調
査
を
平
成
28
年
度
も
行

う
予
定
で
い
る
。
基
本
調
査
は
、
平
成

28
年
度
よ
り
順
次
実
施
の
予
定
で
い
る
。

環
境
の
修
復
や
再
生
に
向
け
て
何
が
必

要
な
の
か
を
議
論
し
、人
的
体
制
、組
織

体
制
の
強
化
で
国
・
県
・
研
究
機
関
等
と

連
携
を
し
た
基
礎
調
査
や
研
究
活
動
を

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

質
問　

耕
作
放
棄
状
態
の
農
用
地
の
現

状
は
。

答
弁　

耕
作
放
棄
地
は
32
･
11

で
、

市
全
体
の
農
地
面
積
に
対
し
て
約
0
･

55
％
で
あ
る
。
再
生
可
能
な
農
地
面
積

は
31
・
42

、
耕
作
放
棄
地
の
97
・
9

％
を
占
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
農
業

委
員
会
で
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果

を
も
と
に
、
所
有
者
等
の
意
向
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
確
認
し
た
意
向
を
踏

ま
え
、
再
生
可
能
な
農
地
に
つ
い
て
は
、

農
地
法
に
よ
る
賃
貸
契
約
や
所
有
者
移

転
に
よ
る
売
買
な
ど
の
斡
旋
を
行
い
、

農
地
の
利
用
調
整
と
有
効
利
用
を
進
め

て
い
る
。

質
問　

耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
の
農

地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
は
。

答
弁　

農
用
地
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
に
創
設
さ
れ
た
農
地
中
間
管
理
機
構

で
は
あ
る
が
、
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

は 

借
り
受
け
は
行
わ
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
い

う
思
い
で
い
る
。
国
等
の
制
度
を
活
用

し
て
農
地
と
し
て
の
再
生
を
し
た
上
で

機
構
に
貸
し
付
け
登
録
す
る
こ
と
が
農

地
の
高
度
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
と
地
域
運
営
体
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て

質
問　

総
合
戦
略
の
実
践
に
あ
た
り
、

民
間
や
地
域
運
営
体
は
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
ら
れ
る
の
か
。

答
弁　

実
践
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
市
民
の
皆
様
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
新
た
な
地
域
社
会
の
形
成
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
重
要
な
主
体
と
な
る

の
が
市
民
で
あ
り
地
域
運
営
体
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
市
が
抱
え
て
い
る
課

題
解
決
の
た
め
、
協
働
し
て
汗
を
流
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
財
政
計
画
と

事
業
選
択
に
つ
い
て

質
問　

職
員
減
少
に
反
比
例
す
る
事
務

事
業
量
の
増
加
の
対
応
は
。

答
弁　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
事
務
事

業
の
移
転
で
ス
リ
ム
化
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
い

か
に
人
材
を
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と

を
課
題
に
悩
ん
で
い
る
現
状
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て
の
機
能
向
上
、

醸
成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

公共施設等総合管理計画の策定にあたっ
ては明確なビジョンが必要ではないのか。

精緻（せいち）…細かい部分までよく行き届いているさま。用語解説

■老朽化が著しい技能センター

せ
い
ち
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８
人
の
提
言

こ
こ
が
聞
き
た
い

仁政クラブ  稲 田 　 修 議員仁政クラブ  稲 田 　 修 議員

市長 即戦力としての採用を検討したい。

市職員の社会人採用枠を設けよ。

■笑顔、安心、支え合いの社会を

少
子
化
、
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

質
問　

人
口
減
少
が
著
し
い
中
、
生
産

人
口
の
確
保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

本
市
を
離
れ
仕
事
を
し
て
い
る
若
者
達

に
、
1
人
で
も
多
く
帰
っ
て
き
て
も
ら

い
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
知

識
を
活
か
し
て
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
市
は
、
職
員
採
用
に

社
会
人
枠
を
設
け
て
、
本
市
出
身
の
こ

う
し
た
若
い
方
々
を
対
象
と
し
、
採
用

し
て
行
く
と
い
う
考
え
方
は
な
い
の
か
。

答
弁　

社
会
人
採
用
枠
も
以
前
は
あ
っ

た
。
市
で
は
外
国
人
誘
客
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
語
学
が
堪
能
な
人
な

ど
や
、
測
量
図
面
を
書
け
る
技
術
を
持

つ
人
を
想
定
し
た
上
で
、
経
験
や
知
識

の
あ
る
人
を
即
戦
力
と
し
て
市
民
の

方
々
に
提
供
で
き
る
と
言
う
事
で
来
年

の
採
用
に
は
是
非
検
討
を
し
た
い
。

　

ま
た
、
移
住
や
定
住
の
観
点
か
ら
も

市
外
在
住
者
や
子
育
て
を
し
て
い
る
世

帯
の
人
な
ど
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

と
し
て
職
員
の
採
用
も
話
は
、
頂
い
て

お
り
実
は
総
務
人
事
担
当
部
の
方
で
は

色
々
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

高
齢
化
対
策
は
第
６
期
福
祉
計

画
ど
お
り
な
の
か
。

答
弁　

笑
顔
、
安
心
、
支
え
合
い
と
い

う
計
画
が
６
期
計
画
で
あ
る
。
そ
の
優

先
度
、
優
先
順
位
を
ど
こ
に
も
つ
か
、

の
考
え
方
に
よ
っ
て
優
劣
、
順
位
が
変

わ
る
と
思
う
。
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み

を
、
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

　

そ
れ
を
全
市
に
広
げ
て
、
成
功
事
例

に
取
り
か
か
る
事
に
な
れ
ば
、
良
い
と

思
う
。
是
非
28
年
度
で
検
討
し
た
い
。

質
問　

職
員
の
再
任
。
過
去
３
年
間
の

再
任
用
の
数
は
。

答
弁　

基
本
的
に
再
任
用
は
民
間
は
既

に
退
職
年
数
を
延
ば
し
て
い
る
。

　

国
の
方
針
で
は
、
公
務
員
の
退
職
年

限
を
、
平
成
37
年
ま
で
に
民
間
と
同
レ

ベ
ル
に
す
る
と
し
て
い
る
。
全
国
１
８

１
４
の
自
治
体
が
ま
だ
退
職
年
齢
が
60

歳
に
な
っ
て
い
る
。
年
金
を
満
額
受
給

で
き
る
65
歳
ま
で
、
民
間
と
同
じ
く
肩

を
並
べ
る
た
め
の
再
任
用
制
度
で
あ
る
。

　

再
任
用
人
数
は
平
成
25
年
は
１
人
、

26
年
は
８
人
、
27
年
は
８
人
、
28
年
は

12
人
で
あ
る
。

質
問　

再
任
用
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
は
ど
う
か
。

答
弁　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
専
門
的

な
知
識
の
継
続
性
が
図
ら
れ
る
事
が
あ

り
、
知
識
や
経
験
を
後
輩
に
き
ち
ん
と

伝
え
て
い
っ
て
、
組
織
の
活
力
を
維
持

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
、
心
配
し
て
い
る

部
分
は
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
再
任
用
し

た
職
員
が
、
今
ま
で
以
上
に
職
場
に
愛

着
を
も
っ
て
市
民
の
方
々
に
接
し
て
頂

く
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
、
と
い
う

心
配
は
あ
る
。
ま
た
、
組
織
図
の
中
に

は
市
職
員
の
再
任
用
の
名
前
も
入
っ
て

お
り
、
部
長
級
で
退
職
さ
れ
た
方
は
主

査
ク
ラ
ス
で
の
再
任
用
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

（
黒
沢 

龍
己 

記
）
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総務文教常任委員会

若者の住宅建築に対する助成制度を28年度から実施。

次世代定住支援事業費補助金 300万円

市役所システムやセキュリティシステムの管理運営費。

総合行政情報システム管理費 1億4,229万円

クニマス未来館の建設や田沢湖の湖底調査を行う。

あきた未来づくり協働プログラム事業費 3億8,579万円

大曲仙北広域消防の運営費を一部負担。

大曲仙北広域市町村圏組合消防費負担金 6億832万円

ふるさと納税による寄付金を基金へ積立。

ふるさと仙北応援基金積立金 1億1万円

ふるさと融資に充てるための基金へ積立。

ふるさと振興基金積立金 1億3,283万円

小中学校薬品処分費 3,444万円

あきた未来づくり協働プログラム事業費 1億4,500万円
質問 小中学校施設天井等落下防止対策工事中、子供達の授業
に支障はなかったか。また、子供達の安全は確保されていたか。
答弁 各学校により多少の違いはあるが、工事は２～３ケ月の
期間を要した。工事期間中の体育授業は、学校の配慮により屋
外で行う授業にカリキュラムを組み替えてもらった。現場には
警備員を配置し子供達への安全に配慮した。

質問　仙北市育英会の奨学金返済免除制度が新しくできるのか。
答弁　育英奨学金の制度の変更について、平成28年度中に条
例改正を考えている。内容は、返済期限に達した方が、仙北市
に在住している期間は、返済額相当の金額を補助するというも
ので、就職して、仙北市に戻ってきた時点で全額免除になるも
のではない。

質問　新市建設計画変更と合併特例債との関係については？
答弁 庁舎建設だけでなく、広域関係の事業にも特例債を充て
られることから、特例債を借りる選択肢を広げるため、広域関
係事業にも変更を加えたものである。特例債の返済についての
財政シミュレーションは、建設計画に掲げる事業について計算
されている。

平成28年度一般会計予算
総務費 27億3,320万円
（クニマス未来館建設に3億8,500万円）
■平成28年度一般会計予算（総務文教常任委員会で審査されたもの）

質
問　

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
運
営
の
収

支
見
通
し
は
？

答
弁　

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
入
場
者
数
の
増
加
策
や

支
援
企
業
の
確
保
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
等
に
よ
り
赤
字
幅
を
縮
小
し

黒
字
化
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
、
軌

道
に
乗
れ
ば
原
則
的
に
地
域
の
方
々

に
指
定
管
理
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
る
。

質
問　

ク
ニ
マ
ス
が
滅
ん
だ
の
は
国

家
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
国
や

県
の
支
援
も
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
？

答
弁　

田
沢
湖
再
生
議
員
連
盟
か
ら

も
同
様
の
意
見
を
頂
い
て
お
り
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。

質
問　

次
世
代
定
住
支
援
事
業
に
よ

る
人
口
減
少
対
策
は
、
若
者
の
定
住

を
図
る
た
め
の
政
策
で
あ
り
、
各
課

横
断
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
？

答
弁　

定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
各

課
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
と
施
策
を

と
り
ま
と
め
、
市
と
し
て
進
め
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
の
皆

様
か
ら
も
情
報
を
提
供
し
て
頂
き
、

全
市
が
一
つ
と
な
っ
て
定
住
・
人
口

減
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
そ
の

達
成
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

１億6,734万円

27億3,320万円

8億4,192万円

14億1,120万円

23億2,781万円

議会運営に関する予算

行政運営全般や企画政策等

大曲仙北広域消防や消防団に関わる予算

小中学校や幼稚園、公民館、文化財保護等の予算

借金の返済

項　目 28年度予算額
1億9,147万円

20億5,691万円

7憶5,362万円

17億3,916万円

25億4,809万円

△2,413万円

6億7,629万円

8,830万円

△3億2,796万円

△2億2,027万円

△12.6%

32.9%

11.7%

△18.9%

△8.6%

27年度予算額 比　較 伸び率 備　考

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
28
年
度
予
算 

主
な
質
疑

■平成28年度予算　主な内容

市内小中学校体育館の天井補強工事。

小中学校施設天井落下防止対策事業費 3,444万円

角館町横町に計画されている町家プロジェクトに対する「ふるさと融資」。

地域総合整備資金貸付金 1億4,500万円

■平成27年度一般会計補正予算　主な内容

議会費

総務費

消防費

教育費

公債費

　平成28年度一般会計予算の内、総務委員会では、議
会費、総務費、消防費、教育費、公債費などの主要予算
が審査されました。クニマス未来館建設や、ふるさと納
税による寄付金増加に伴う返礼品や積立などにより、総
務費は前年対比32.9％と大幅にアップしています。

新市建設計画の変更について
仙北市基金条例の一部を改正する条例の制定について
(育英会奨学基金を寄附により増額するための条例改正)

条例案等の審査
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市民福祉常任委員会

　市立角館総合病院は新病院建設が進んでおりますが、平成28年度の予算の内、病院建設と医療機器購入に約25億3,800万円の予
算が計上されました。委員からは病院の運営に対し多くの意見が出されました。（委員会討論から一部掲載）
○市立角館総合病院は来春オープンを控えているが、院長始め各医療スタッフが一丸となり、患者への接遇改善、サービス向上を
　図るべき。２次医療機関としての役割をしっかりと果たすべく病診連携に努めて頂きたい。
○市立田沢湖病院について、温泉療法医師の着任と看護師の充足を図りながら、今後は角館病院との連携をさらに強めて、一層の
　経営改善を求める。

平成28年度 仙北市病院事業会計当初予算68億411万円（新病院建設と医療機器に約25億3,800万円）

■平成28年度予算　主な内容

【
民
生
費
】

質
問　
ク
リ
オ
ン
の
プ
ー
ル
改
修
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る
が
、
プ
ー
ル

以
外
に
本
体
も
経
年
劣
化
し
て
お
り

改
修
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

プ
ー
ル
は
３
階
に
あ
る
の
で
高
齢
者

に
配
慮
し
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
は
検

討
で
き
な
い
の
か
？

答
弁　
今
後
ク
リ
オ
ン
本
体
に
つ
い

て
も
改
修
の
必
要
が
あ
り
、
そ
の
際

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
更
衣
室
、

健
康
器
具
ル
ー
ム
等
も
検
討
す
る
。

質
問　
誕
生
祝
支
給
事
業
と
し
て
、

28
年
度
か
ら
新
生
児
に
誕
生
祝
い
品

3
千
円
相
当
を
贈
る
と
し
て
い
る
が
、

子
育
て
日
本
一
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
薄
い
の
で

は
？

答
弁　
指
摘
の
通
り
で
あ
り
、
3
千

円
相
当
の
品
か
ら
3
万
円
の
現
金
支

給
に
変
更
す
る
。
予
算
に
つ
い
て
は

6
月
補
正
で
対
応
す
る
。

【
衛
生
費
】

質
問　
ゴ
ミ
処
理
等
に
係
る
予
算
が

前
年
と
比
較
し
大
幅
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
ど
う
い
う
こ
と
か
？

答
弁　
大
規
模
な
改
良
工
事
が
終
了

し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
他
本
来

か
か
る
修
繕
費
等
に
つ
い
て
は
、
現

在
メ
ー
カ
ー
も
含
め
精
査
中
で
あ
る
。

二
重
三
重
に
チ
ェ
ッ
ク
し
6
月
補
正

で
対
応
し
た
い
。

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
28
年
度
予
算 

主
な
質
疑

■平成28年度一般会計予算（市民福祉常任委員会で審査されたもの）

29億5,380万円

15億6,540万円

7億443万円

699万円

85万円

52億3,148万円

障害者や高齢者の福祉に関する予算

認可保育園の運営など児童福祉の予算

生活保護にかかる予算

国民年金事務に関連する予算

災害救援に関する予算

項　目 28年度予算額
28億2,338万円

15億6,291万円

6億3,524万円

688万円

157万円

50億2,998万円

1億3,042万円

249万円

6,917万円

11万円

△72万円

2億149万円

4.6%

0.2%

10.9%

1.7%

△45.9%

4.0%

27年度予算額 比　較 伸び率 備　考
社会福祉費

児童福祉費

生活保護費

国民年金費

災害救助費

計

6億5,507万円

2億3,931万円

7億2,211万円

6億418万円

22億2,066万円

病気予防や医師確保、歯科診療所、浄化槽整備など

簡易水道、小規模水道等の運営に関する予算

病院事業に対する補助などの予算

ゴミ処理、し尿処理施設などの運営費

6億5,058万円

1億5,360万円

6億4,664万円

8億5,087万円

23億169万円

449万円

8,571万円

7,547万円

△2億4,669万円

△8,103万円

0.7%

55.8%

11.7%

△29.0%

△3.5%

保険衛生費

水道費

病院費

清掃費

計

　平成28年度の一般会計予算の内、民生費、衛生費が審査されました。昨年の市職員による不祥事に関連し、事業精査の
ため清掃費は前年対比マイナス2億4,669万円（-29%）と大幅に減額した予算となっています。また、生活保護費については、
全国的にも受給者が増加しておりますが、本市でも医療扶助の伸び等により、前年比10.9％の増額予算としています。

平成28年度一般会計予算
民生費・衛生費 72億5,214万円 清掃費は前年度比29%ダウン

民　

生　

費

衛　

生　

費

西木温泉クリオンの温水プールとボイラーの改修工事。

自力で除雪することが困難な高齢者世帯等に除排雪や雪降し費用の一部を助成。

乳幼児、小中学生、高齢者等への医療費助成。児童について8月からは中学校卒業までに拡大。

放課後児童クラブ運営の経費。28年度から利用料は半額に。

新生児の誕生を祝うため記念品を贈呈。

家庭ごみの収集運搬と市内3カ所の最終処分場の管理運営費など。

ゴミ処理施設の管理運営や維持補修の費用。

9,701万円
1,266万円

2億2,355万円
4,551万円
51万円

1億7,516万円
2億9,132万円

温泉休養施設管理運営費
高齢者世帯等除雪支援事業費
福祉医療費
放課後児童対策事業費
誕生祝支給事業費
塵芥処理費
ごみ処理場管理運営費
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　市がこれまで準備を進めてきた食品加工工場の誘致について、企業側が進出を断念する意向を示した旨の報告を受け、委員会では、
大変重い事態と受け止め、市長に対し説明を求めました。委員からは、こうした事態になったことに対する責任を取るべき、また、
市民に対してきっちりと説明するべき、などの意見が相次ぎました。ここでは市長からの発言の一部を掲載致します。

昨年12月に司食品工業㈱の滝本社長から、現状では進出が困難である旨が伝えられた。私どもは進出が困難なのであればその
理由も含めて文書で提出して欲しいと伝えた。しかし先方では、できない、とのことであったため、会議録をその代用とする
ことで協議し、完成したものを社長に対し送付している。先方からは、会議録の内容と自身の考えの食い違いがある旨指摘さ
れた。重要事案のため、職員を直接東京本社まで向かわせ内容を精査する作業をした。その際、先方からは一転して、理由書
を書いても良いとの発言もあり、現在は、当初から仲介して頂いている秋田銀行、県とも相談しながら調整に入っている。こ
れまで、司食品工業の進出を願ってきたが、先方から一方的に進出を断念されたことについては大変遺憾である。こちらは準
備が全て完了しているにも関わらず、その後に会社側が行動に移さなかったことは、先方の約束違反であると考えている。今
後は、弁護士と相談の上、市にとって不利益とならないよう努めたい。約束違反であるため、先方企業には、応分の責任を果
たしてもらいたい。先方が取るべき責任の果たし方については、現在、弁護士と協議中である。

産業建設常任委員会

■平成28年度一般会計予算（産業建設常任委員会で審査されたもの）

【
農
林
水
産
業
費
】

質
問　
総
合
産
業
研
究
所
が
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
の
効
果
は
？

答
弁　
市
内
農
家
と
連
携
し
、
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
ニ
ン
ニ
ク
な

ど
稲
作
に
代
わ
る
振
興
野
菜
の
生
産
に
注

力
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
薬
用
作
物
の
栽
培
に

つ
い
て
も
国
内
需
要
の
広
が
り
か
ら
生
産

者
も
増
加
し
定
着
が
図
ら
れ
て
い
る
。

質
問　
新
た
に
整
備
さ
れ
る
堆
肥
処
理
場

建
設
の
内
容
は
？

答
弁　
堆
肥
処
理
施
設
は
、
7
，
0
0
0

ト
ン
の
処
理
能
力
と
し
、
仙
北
夢
牧
場
を

始
め
、
市
内
の
畜
産
農
家
の
利
用
を
想
定

し
て
い
る
。
畜
産
公
害
を
防
ぎ
、
若
い
経

営
者
を
増
や
す
た
め
に
も
施
設
の
必
要
性

は
大
き
い
。

【
商
工
費
】

質
問　
外
国
人
観
光
客
増
加
に
向
け
た
対

策
の
状
況
は
？

答
弁　
現
在
既
に
通
訳
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
各
宿
泊
施
設
か

ら
も
好
評
で
あ
る
。
ま
た
、
外
国
人
向
け

体
験
メ
ニ
ュ
ー
も
作
成
し
今
後
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た
セ

ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
て
い
る
。

【
土
木
費
】

質
問　
内
川
橋
掛
け
替
え
の
概
要
は
？

答
弁　
総
事
業
費
は
概
算
で
20
億
程
度
を

見
込
ん
で
い
る
。
25
ト
ン
の
大
型
車
が
通

行
で
き
る
設
計
と
し
て
、
調
査
を
進
め
て

行
く
。

6,868万円

16億9,150万円

7億998万円

15億6,623万円

緊急雇用対策事業など

農業・畜産・林業・漁業関係の予算

商工業活性化や観光に関する予算

道路や橋梁の整備・維持などに関する予算

項　目 28年度予算額
1億1,608万円

11億2,374万円

7億3,317万円

17億9,109万円

△4,741万円

5億6,777万円

△2,319万円

△2億2,486万円

△40.8%

50.5%

△3.2%

△12.6%

27年度予算額 比　較 伸び率 備　考

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
28
年
度
予
算 

主
な
質
疑

国の畜産環境総合整備事業により堆肥処理施設を建設。

畜産環境総合整備事業費 9,023万円

農産物や特産品のPR、6次産業化や食育などの推進事業。

総合産業研究所費 556万円

認定農業者の経営多角化への支援。

農業夢プラン型戦略作物等
生産基盤拡大事業費 3,487万円

都市計画道路岩瀬北野線の小館（内川橋）～大風呂（横町橋）区間の整備。

岩瀬北野線整備事業費 2億5,960万円

住宅の増改築、リフォームに対する助成。

住宅リフォーム促進事業費 1,500万円

観光客数増加のため、関係機関と連携しての観光PRなど。

観光宣伝費 1,086万円

市内中小企業の起業、新分野進出、事業拡張に係る施設整備や機械購入に助成。

中小企業活性化支援事業費補助金  1,000万円■平成28年度予算　主な内容

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

　平成28年度の一般会計予算の内、労働費、農
林水産業費、商工費、土木費などの主要予算が
審査されました。内、労働費は前年対比-40.8％、
農林水産業費は50.5％と予算の増減率が高くな
っています。

平成28年度一般会計予算
農林水産業費16億9,100万円 

司食品工業㈱誘致  企業側から進出断念の意向示される

前年度比50.5%アップ

市長
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議
会
の
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
い
か
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
念
頭
に
、
広
報
編
集
委
員
と

し
て
「
市
議
会
だ
よ
り
」
を
届
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
、
多
く
の
事
件
・
事
故
も
あ
り
、
初
め
て
臨

時
号
も
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

写
真
や
取
材
で
の
ご
協
力
に
委
員
一
同
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
委
員
構
成
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
「
市
議
会

だ
よ
り
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

近
隣
某
町
の
役
場
職
員
と
本
市
の
職
員
の
自
発
性
の
違
い

が
議
員
の
間
で
し
ば
し
ば
話
題
に
な
る
。
確
た
る
論
拠
が
あ

る
わ
け
で
な
い
が
、
様
々
な
方
々
が
異
口
同
音
に
指
摘
す
る

か
ら
に
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
傾
向
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

色
々
な
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
一
つ
に
市

長
の
多
弁
が
本
市
職
員
の
自
発
性
を
阻
害
し
て
い
る
と
の
意

見
が
多
い
。
な
る
ほ
ど
委
員
会
や
座
談
会
等
で
も
終
始
、
殆

ど
一
人
で
答
弁
す
る
ケ
ー
ス
や
、
職
員
の
答
弁
に
少
し
で
も

不
安
が
あ
る
と
、
間
髪
を
入
れ
ず
代
弁
す
る
場
面
が
あ
ま
り

に
も
多
い
。
確
か
に
そ
の
能
弁
ぶ
り
に
は
天
与
の
も
の
が
あ

る
し
、
多
弁
の
割
に
は
失
言
も
少
な
い
。
し
か
し
職
員
は
ど

う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
我
々
議
会
と
し
て
も
そ
れ
ぞ

れ
の
職
員
に
対
し
て
、
事
あ
る
ご
と
に
機
会
を
と
ら
え
、
職

務
に
つ
い
て
の
、
お
の
お
の
の
思
い
や
、
そ
の
考
え
を
質
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
の
自
覚
を
促
し
、
発
言
に
責
任
を
お

わ
せ
、
行
政
を
間
違
い
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
執
行
さ
せ
つ
つ
、

さ
ら
に
は
職
員
を
切
磋
琢
磨
し
て
ゆ
く
責
務
が
あ
る
。
昔
か

ら
「
武
士
に
二
言
な
し
」
な
ど
と
言
う
。
言
葉
は
言
霊
と
も

言
わ
れ
、
特
に
議
会
に
お
け
る
発
言
は
そ
れ
程
「
重
い
物
」

な
は
ず
だ
。
例
え
、
つ
た
な
く
と
も
重
要
な
場
面
で
こ
そ
、

担
当
職
員
に
責
任
あ
る
答
弁
を
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
私
た

ち
は
、
職
場
や
教
育
現
場
は
勿
論
、
家
庭
に
お
い
て
も
、
徹

底
し
て
建
設
的
な
自
発
性
を
促
し
、
育
成
し
、
大
切
に
し
て

行
か
な
け
れ
ば
、
効
率
が
良
く
、
快
活
で
し
か
も
善
意
と
愛

に
富
ん
だ
職
場
環
境
や
教
育
現
場
、
家
庭
を
な
か
な
か
築
け

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。〝
巧
言
令
色
〞
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
。　
　
　
　
　

（ 

熊
谷 

一
夫 

記 

）

（ 

阿
部 

則
比
古 

記 

）

編
集
後
記

能
弁
市
長
と
職
員
の
自
発
度

控
室

　これまで、市役所職員による不祥事
について地方自治法第98条第1項に基
づく検査を行ってきた、「随意契約不
正事務処理に関する調査特別委員会」
が、定例会初日、本会議に対し最終報
告を行いました。報告書には①概要と
経過、②明らかになった事実関係、③
検査結果の問題点、④検査事項に対す
る指摘・改善意見など詳細で非常に厳
しい内容が明記されています。加えて
特別委員会は、「コンプライアンスの
根幹となる仙北市職員倫理条例を提案
する」として、議会はこれを全会一致
で可決しました。

<仙北市職員倫理条例>　～抜粋～
第１条（目的）
　この条例は、職員が全体の奉仕者であってその職務は市民から付託された公務
であることに鑑み、職員の倫理の保持に資するため必要な措置を講じることによ
り職務の執行の公正さに対する市民の疑惑や不信を招くような行為の防止を図り、
もって公務に対する市民の信頼を確保する事を目的とする。
第３条　（職員が遵守すべき倫理原則）
１　職員は、市民の一部に対してのみ有利な取扱いをする等市民に対し不当な差
　別的取扱いをしてはならず、常に公正な職務の執行に当たらなければならない。
２　職員は、常に公私の別を明らかにし、いやしくもその職務や地位を自らや自
　らの属する組織のための私的利益のために用いてはならない。
第４条　（職員の倫理の保持に関する状況等の公表）
　市長は、毎年、職員の倫理の保持に関して講じた施策について公表しなければ
ならない。

仙北市職員倫理条例を提出
～議会「随意契約不正事務処理に関する調査特別委員会」最終報告～

　地方創生特別委員会では、12月の中間報告以降、仙北市総合戦略成案と第2次仙北市総合計画（案）との整合性に
ついて意見を集約し、最終報告とした。

　地方創生はスタートしたばかりである。全国の自治体が生き残りを掛けて必死になっている。総合戦略は市政全般
にわたるもので、各常任委員会で所管事項のＰＤＣＡサイクルを常に検証し、市民をエスコートしながら仙北市が一
体となって仙北市創生に邁進するよう、皆様への協力をお願いし最終報告とする。

～地方創生特別委員会最終報告～

基幹となる総合計画の中の地方創生に係る総合戦略である。総合戦略については、仙北市が生き残る為に総合計画
との整合性を維持し、確実に実行すべきものである。
総合戦略及び総合計画は共に市民のものである。事業を実行するにあたっては、対象は誰かという視点を明確にし、
常に現場の状況を把握し進めるべきである。
本特別委員会の提言は、現場との議論の基にまとめたものであり、総合戦略に反映された事項はしっかりと実行す
ると共に、本特別委員会で提言されたものの具体的に示されなかった事項についても、今後の施策に反映されるよう、
十分に検討をしていただきたい。

１、

２、

３、

■発行／秋田県仙北市議会　〒014-1201秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　TEL0187-43-0334　　■印刷／株式会社仙北印刷所 仙北営業所


	01仙北市議会だより
	02仙北市議会だより
	03仙北市議会だより
	04仙北市議会だより
	05仙北市議会だより
	06仙北市議会だより
	07仙北市議会だより
	08仙北市議会だより
	09仙北市議会だより
	10仙北市議会だより
	11仙北市議会だより
	12仙北市議会だより
	13仙北市議会だより
	14仙北市議会だより
	15仙北市議会だより
	16仙北市議会だより

